
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
②

「
体
育
館
の
使
い
方
」

多
か
っ
た
意
見

一
位

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
だ
け
で
遊
び
た
い
。

百
八
十
二
人

二
位

同
じ
学
年
の
人
だ
け
で
遊
び
た
い
。

百
六
十
三
人

三
位

一
輪
車
と
他
の
遊
び
を
分
け
て
ほ
し
い
。

八
十
四
人

四
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
遊
び
た
い
。

七
十
三
人

五
位

五
・
六
年
生
と
遊
び
た
い

五
十
二
人

。（
一
・
二
年
生
）

全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
①

「
体
育
館
で
や
り
た
い
遊
び
・
運
動
」

多
か
っ
た
意
見

一
位

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

百
五
十
三
人

二
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

百
三
十
二
人

三
位

お
に
ご
っ
こ

八
十
一
人

四
位

な
わ
と
び

六
十
五
人

（
長
な
わ
・
短
な
わ
）

五
位

一
輪
車

四
十
人

＜Ａ案＞
やってよい遊び・運動

曜日 体育館 わり当て表

月 ボール運動

火 長なわ・おにごっこ

水 一輪車

木 長なわ・おにごっこ

金 ボール運動
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授業改善のポイント 第５学年

資料から必要な情報を抜き

出し、関係付ける。

まず 資料を見方を教えます 表題 他、 。 （

にも出典、年など）を確かめ、項目と数

値を見て、何が多くて、何が少ないのか

を調べていきます。

遊
び
の
種
類
は
ち
が
う
け
ど
、
一
位
、
三
位
、
四
位

は
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
。
遊
び
や
運
動
を
分
け

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ね
。

「遊び」で分けている。

人気のあるボール運動が、

月曜日と金曜日の２回もある

よ。一輪車は水曜日だ。

この案なら、前よりも安全

だよね。

これは「全校アンケートの結果①の」の表だね。

表題は「体育館でやりたい遊び・運動」だ。

多かった意見が、右から縦に並んでいるね。

★１位 ドッジボール １５３人

★２位 バスケットボール １３２人

★３位 おにごっこ ８１人

★４位 なわとび ６５人

★５位 一輪車 ４０人

この学校は、ボール運動が人気だね。

２つのアンケート結果を生かして
＜Ａ案＞をつくっているね。

資料を正しく読み取る力を付ける



○司会者 みなさんは、わり当て表のＡ案とＢ案、どち

らに賛成しますか。全校の子どもたちが安全に

使えること、全校の願いを生かしていること、

などを考えて意見を発表してください。

★西田さん わたしはＡ案が良いと思います。遊びや運動

の種類で分けているからです。こうすると、ド

ッジボールをしている子と一輪車をしている子

がいっしょになることがないから、安全に遊べ

るようになると思います。

◆北川さん ぼくも西田さんの意見に賛成です 「全校ア。

ンケートの結果①」の「体育館でやりたい遊び

・運動」を見ると、 ア な

どボール運動に人気があることが分かります。

そのボール運動を月曜日と金曜日の二回できる

ようにしているところがいいと思います。Ａ案

は全校の願いも生かしていると思います。

■東山さん 北川さんの意見に反対です。Ａ案では、全校

のみんなが同時にボール運動をすることになり

ます。もしも、一年生と六年生がいっしょにド

ッジボールをしたら、こんざつするし、運動の

力に差があってあぶないと思います。

●南野さん Ｂ案は「アンケートの結果②」の中のイ と

いう意見を生かしているので、とても良いと思

います。わたしは、この意見を書いた人たちの

気持ちが分かります。三年生の時、私は、ドッ

。 、ジボールをしたくて体育館に行きました でも

すでに五・六年生の男子がいました （中略）。

★西田さん わたしはＢ案に反対です。このわり当て表を

作ることになったきっかけを思い出してくださ

い。体育館を前と後ろに分けたとしても、

ウ ので、安全ではありません。
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Ａ案

Ａ案

Ｂ案
資料を活用して、支持する

立場の良さを述べています。

「こうすると○○になると

思う」という予想の文型を使

っています。

「もしも□□なら、△△だ

と思う」という予想の文型を

使っています。

① 大切な文や言葉に線を引

いたり、メモをしたりする。

話合いの記録文を読むときは、それぞれ

の発言の一文目に注目させます。発言者の

立場を示す大切な言葉が書かれれているこ

とが多いからです。

、 、その際 大切な文や言葉に線を引いたり

「この人はＡ案だ」などメモを残したりし

ておくと、全ての文を読み終わった後、整

理がしやすくなります。

どの人も、一文目で、自分の立場を言っ

ているね。西田さんがＡ案だから「西田さ

んに賛成」ということはＡ案だ。

「北川さんに反対」と言っている東山さ

んは、Ｂ案に賛成ということだね。 問題文には、説得力のある

話し方や書き方のポイントも

示されています。

文章を読みながら、確認し

ていくことが大切です。

意見を述べる際は、まず立場

をはっきりさせます。次に、理由

を述べます。

Ｂ案

Ａ案

自分が体験したことを加え

ることで、より分かりやすく

意見を述べています。

自分は、どちらの案に

賛成しようかな。

文章を正しく読み取る力を付ける
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・ドッジボールをしている子と、一輪車

をしている子がいっしょにならず、安全

に遊べるようになる。（西田さん）

・人気のあるボール運動が週に２回で

きる。（北川さん）

・一輪車だけで遊べる。

・全校の子どもたちが集まるので、混

雑する。だから危ない。（東山さん）

・「同じ学年だけで遊びたい」という願

いを生かしていない。

・同じ学年の人だけで遊べる。

（南野さん）

・体育館の前と後ろに分けている。

（東山さん）

・高学年と低学年が一緒に遊べる。

・いろいろな遊びが同時に行われる

ので、安全ではない。（西田さん）

・「ドッジボールだけで遊びたい」など

の願いを生かしていない。

良 さ 問題点

ぼくは、Ｂ案で書こう！

② 資料から得た情報を整理し、

自分の意見をもつ。

自分の立場を決める際、それぞれの

立場のよさ、または問題点を整理して

おくと考えやすくなります。

立場を決めたら、必要な情報を取り

出し、意見文に構成していきます。

Ａ

案

Ｂ

案

○

遊
び
で
分
け
る

○

学
年
で
分
け
る

＜Ｂ案の良さ＞

①同じ学年の人と

たっぷり遊ぶこと

ができる。

＜Ｂ案の良さ＞

②体育館を前と後

ろに分けて使うこ

とができる。

＜Ａ案の問題点＞

・全校の子どもた

ちが集まって、危

なくなる。



わ
た
し
は
Ａ
案
に
賛
成
で
す
。
理
由

は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
の
理
由
は
、
曜
日
ご
と
に
や

っ
て
良
い
運
動
や
遊
び
を
分
け
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
う
す
る
と
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
を
し
て
い
る
子
と
一
輪
車
を
し
て

い
る
子
が
ぶ
つ
か
ら
ず
、
安
全
に
遊
べ

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
も
、
こ
の
よ

う
な
分
け
方
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
決
ま

っ
た
遊
び
以
外
の
こ
と
を
し
な
い
よ
う

、

。

に

お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
い
ま
す

ぼ
く
は
、
Ｂ
案
に
賛
成
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
Ｂ
案
は
、
使
え
る
曜
日
を

学
年
で
分
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
全
校
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

「
同
じ
学
年
の
人
だ
け
で
遊
び
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
が
百
六
十
人
も
い
ま
す
。

も
し
も
、
Ａ
案
を
使
う
な
ら
、
ど
の
曜

日
も
ほ
か
の
学
年
と
ま
ざ
っ
て
し
ま
う
の

で
、
全
校
の
願
い
を
生
か
せ
な
い
と
思
い

ま
す
。
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おわり なか はじめ

立
場
の
表
明

理
由
①

理
由
②

立
場
の
表
明

の
繰
り
返
し

①
わ
た
し
は
○
案
に
賛

成
で
す
。
理
由
は
◇
つ

あ
り
ま
す
。

、

②
一
つ
目
の
理
由
は

○
○
○
と
い
う
こ
と

で
す
。

、

③
２
つ
目
の
理
由
は

△
△
△
と
い
う
こ
と

で
す
。

④
こ
の
よ
う
に
、
○

案
の
方
が
安
全
で
良

い
と
思
い
ま
す
。

① 自分の立場を述べ、理由も示す。
自分の意見を読み手に分かりやす

く伝えるには、段落を作るなど意図

的に文章を構成していくことが大切

になります。

今回は、第１段落で自分の立場を

述べ、その理由を示していく型（双

括型）が望ましい書き方といえます。

② 自分の体験や予想を書き加える。
資料や文章から考えたよさ、問題点

だけでなく、自らの体験や予想を書き

加えると、自分の意見がより分かりや

すく伝えられることを例文を使って教

えます。

書
く
こ
と
を
苦
手
に
し
て
い
る
児
童
に
は
、
各

段
落
の
書
き
出
し
の
型
を
示
し
ま
す
。
「
こ
の
よ

う
に
」
な
ど
の
つ
な
ぎ
言
葉
は
、
説
明
文
の
学
習

と
関
係
付
け
、
自
ら
の
意
見
文
に
生
か
す
よ
う
に

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

「
体
験
」
の
文
を
加
え
て
い
ま
す
。

「予想」の文を加えています。

立場を明確にして記述する力を付ける

文章を構成していく際は、「構成メモ」を活

用することが有効です。下の表のように「はじ

め」「なか」「おわり」の三部構成にし、選択

した情報を当てはめていきます。


